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	応用
	抗原情報
	背景
	グルカゴン様ペプチド1受容体（GLP1R） ヒト この遺伝子は、グルカゴン様ペプチド1（GLP-1）ホルモンの受容体として機能する7回膜貫通型タンパク質をコードし、グルコース誘導性インスリン分泌を刺激します。細胞表面で機能するこの受容体は、GLP-1およびGLP-1類似体に反応して内部移行し、インスリン分泌につながるシグナル伝達カスケードにおいて重要な役割を果たします。また、動物モデルにおいて神経保護作用も示しています。この遺伝子の多型は糖尿病と関連しています。このタンパク質は、2型糖尿病および脳卒中の治療における重要な薬物標的です。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2016年4月],機能:グルカゴン様ペプチド1の受容体です。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼを活性化するGタンパク質によって媒介されます。,オンライン情報:グルカゴン様ペプチド1のエントリ,類似性:Gタンパク質共役受容体2ファミリーに属します。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	GLP1R抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	GLP-1Rポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	GLP-1Rポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析

